
 

１ 全国支部長会議、事務局長会議開催される 

２ 地域協議会会長会議（第2回）開催される 

1 月25日、ホテル国際２１において、本

年度第2回の地域協議会会長・巡回

指導員拡大会議が開催されました。 

 平成28年度には、地域協議会設置要

綱、要領が改訂され、各地域協議会では

自主的に特自検パトロールを実施し、本

部の行う巡回指導とも連携するということ

になりました。この要領で99の事業場に対

して特自検パトロールを実施しました。こ

のうち事業内検査事業場は21、パトロー

ル参加は延べ89人が参加し、巡回指導

員は延べ14人が同行いたしました。 労

働基準監督署からは3署から同行をいた

だいております。 

 その結果、記録表の記入不備が、検査

業で2割、事業内で5割以上見とめられま

した。能力向上教育等研修の未受講者

は5割を超えており、記録表の記入不備

が多いことに鑑みると、研修・教育の受講

がさらに必要となっています。また、解体

用機械の点検については、「検査記録表

の保管」と「ベースマシンとアタッチメント

の関係のわかる管理」の良くないところが

調査企業の半数以上となっています。 

 また、パトロールの際に、ご要望意見等

をいただきました。「基準値表を古いもの
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1 月26日、ホテルグランドパレス（東

京）において、全国支部長会議が開

催されました。同会議には小林支部長が

出席され、事務局長が随行しました。 

 支部長会議では、厚生労働省、経済産

業省の来賓あいさつの後、協会の現状に

ついて報告があり、会員数は平成28年12

月末現在で4,312社、対前年比20社減と

なっています。また、検査済標章類頒布

は増加しているが、出荷標章は減少。記

録表は一部減少しているものがあるもの

の、全体としては増加しています。そし

て、研修、教育の回数及び受講者数も若

干ではありますが増加しております。 

 次に、平成29年度事業計画（素案）の

説明があり、「前年度に引き続き、労働災

害の防止を目的として、各種事業を本

部・支部一体化の下に展開する」としてい

ます。 

 最後に、「長時間労働の抑制と過重労

働による健康障害防止対策について」東

京労働局基準部長の岩瀬信也氏から最

新の長時間労働抑制のための施策を、

「過労死等ゼロ」緊急対策を中心にご講

演をいただきました。対策は、・長時間労

働に係る本社に対する指導・メンタルヘ

ルス対策に係る本社に対する指導・是正

指導段階での企業名の公表・36協定未

締結事業場に対する監督指導の徹底・

新ガイドラインによる労働時間の適正把

握徹底等がメインです。企業名公表につ

いてのチャートを別添に添付します。 

 翌27日には同ホテルで事務局長会議

が開催され、各事業及び業務における変

更点・留意事項等について各部から詳細

な説明があり、最後に小澤常務理事がま

とめて終了しました。 

ハイライト： 

 ノンカーボン記録用紙

の申込みを受け付けて

おります。2月10日が〆

切になっております。早

めにお申し込みくださ

い。 

〒380-0872 

長野市妻科426-1 

長野県建築士会館4F 
TEL 026-232-2880 
FAX 026-232-6606 
http://www.sacl-nagano.jp 

曲がるノズル：ノズルを鉄製で

なく銅製にすることで形を自由

に変えて、ミニショベルのラジ

エター周りの清掃を容易にし

た。（28年度考案賞応募作品） 

から新しいものまでインターネット等で

見れるようにしてほしい」等です。これら

必要なものについては本部に作成を要

請いたしました。有意なご意見ありがとう

ございました。 



12 月9日、油やにおいて本年度第

3回研修委員会が開催されまし

た。 

 平成28年度に実施した研修の報告で

は、受講者合計290となり、昨年から大幅

に減少しました。 

 次に、平成29年度の研修計画が提案さ

れ、基本方針と計画が昨年とほぼ同じ並

びで実施することが了承されました。「危

険の見える化（リスクアセスメント）」につい

ては、能力向上教育等の機会を通じ広

報を行い、受講者の増加と普及に努める

こととしました。 

 また、研修講師の定年が70歳とされた

ため、来年度からは講師が不足する事態

になる研修も出てきます。建荷協の使命

を果たすため、会員各社にご配慮ご協力

をいただきながら、研修講師を計画的に

育成・確保して行く必要があります。ご協

力の程をお願いいたします。 

は「殺されても離すな目的完遂ま

では」「一を聞いて十を誤るがご

とき者は百害あって一利なし。組

織のガンであり削除せらるべき」

に代表される『鬼十則』という社

訓があった。大変なところだと思

う。 

でも、酷なようではあるが、こ

んな「危険な」ところから何故避

難しなかったのか、とも思う。母

幸美さんは手記で「期待に応えよ

うと手を抜くことなく仕事を続け

たのだと思います」「あの時私が

会社を辞めるようにもっと強く言

えばよかった」と言われている

が、「辞める勇気」を持つ必要が

ある。「自分の人生」に座標軸を

移す勇気が。 

他人事ではない。 

一昨年のクリスマスの日、大手

広告会社電通に入社2年目の高橋

まつりさんが女子寮4Fから飛び降

り自殺した。これに対し、昨年の

9月に労災認定がなされ、東京労

働局が電通へ強制捜査を実施し、

書類送検した。そして、電通の石

井社長は責任をとって1月末に辞

任した。 

自殺前の3か月間の状況は、

「日に20時間労働、土日休みな

し」「1日の睡眠時間2時間」の

上、男性上司から「君の残業時間

20時間は会社にとってムダ」「髪

ボサボサ、目が充血したまま出勤

するな」「女子力がない」などパ

ワハラめいた言葉を浴びせられた

という。 

この凄まじい会社風土の背景に

３ 第3回研修委員会開催される 

５ 事務局だより 

「よく たわみ、よく はねる」 

－ストレス対処にも弾性の法

則を－  

（ボールはへこんでも復元力

があります） 

建設荷役車両第227号より 

４ リスクアセスメント検討小委員会開催 

直し改善を行うこととしました。見直しを

行った結果は製本して使い勝手をよくす

る予定です。 

 平成29年度の本部事業計画においても

リスクアセスメントの実践導入が重点事

項とされており、当支部では当支部モデ

ルを磨き上げていくこととしております。 

 本年は7月26日に松本で行います。多く

のご参加をお待ちしております。 

1 月17日、建荷協長野県支部事務局

において、平成29年の第1回「危険の

見える化（リスクアセスメント）」検討小委

員会を開催いたしました。各委員には大

雪をおしてご出席ご討議いただきました。 

  昨年は7月28日に長野で実施しました

が、参加者は4名と低調でした。広報の不

足と教材に至らない点が多々あるというこ

とで、実践する立場に立って継続的に見
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Ｑ＆Ａコーナー 

Ｑ：使用者が複数に及ぶレンタル

機について、記録表の使用者住

所・名称はどこが記入することに

なるか？機械の所有者たるレンタ

ル業者でよいか？ 

Ａ：確かに法令上は「特定自主検

査の実施義務者は使用者」となっ

ていますが、レンタル業者の場

合、自社の所有する検査済みの機

械をリース契約に基づき貸し出

し、顧客に使用させます。 

 この場合の検査記録表の使用者

住所・名称は所有者のレンタル業

者であって差し支えありません。

レンタル業者が自ら所有する機械

を責任を持って検査し、貸し出す

ものであるからです。 

 一般的にはレンタル業者が事業

内検査を実施し□の標章を貼った

機械をレンタルしますが、登録検

査業たるレンタル業者の場合、△

ステッカーを貼ることもありま

す。この場合、検査料金は適正額

を自らの規定に基づいて付け替え

ておく必要があります。 

「特定自主検査は有資格者

に実施させましょう！！」
のリーフレットが本部から届いて

おりますので同封いたします。 

 特定自主検査者の資格と特定自

主検査が行える機械についての一

覧表が載っており、有資格者の区

分が分り易くなっています。 

 各社営業にも使用できると思い

ます。追加ご入用の場合には（公

社）建荷協長野県支部までご連絡

ください。 
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